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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
1988年　大阪芸術大学でも開始
東京情報大学、東京藝術大学などで行われている
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
カナダのマギル大学
OJTで学ぶ音のトレーニングのエッセンスを抜き出している
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
高さ　440Hz　445Hz
大きさ 0 	-3dB
音色　2倍音まで　3倍音まで、スペクトルの図つける
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